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早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
に
つ
い
て
─　　─1
一
、
は
じ
め
に
　
こ
こ
に
紹
介
す
る
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
は
、
二
〇
一
四
年
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
新
た
に
収
蔵
し
た
絵
巻
で
あ
る
（
以
下
、
早
大
本
と
称
す
）。
こ
れ
ま
で
『
平
治
物
語
』
の
絵
巻
は
、
原
本
・
模
本
を
合
わ
せ
、
三
条
殿
夜
討
巻
・
信
西
巻
・
六
波
羅
行
幸
巻
・
待
賢
門
合
戦
巻
・
六
波
羅
合
戦
巻
・
常
葉
巻
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
早
大
本
は
六
波
羅
合
戦
巻
を
描
い
た
模
本
で
あ
る
。
現
存
す
る
『
平
治
物
語
絵
巻
』
の
う
ち
、
常
葉
巻
以
外
は
多
少
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
一
連
の
作
品
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
原
本
は
十
三
世
紀
後
期
頃
の
成
立
か
と
先
学
に
よ
り
検
証
さ
れ
て
い
る１
。
　
六
波
羅
合
戦
巻
は
、
住
吉
広
行
（
一
七
五
五
〜
一
八
一
一
）
の
『
倭
錦
』
に
「
六
波
羅
合
戦
粉
本　
不
具
着
色
已
失
原
本
所
在
」
と
あ
る
こ
と
が
多
く
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
十
八
世
紀
後
半
頃
に
は
原
本
の
所
在
は
不
明
と
さ
れ
、
白
描
模
本
が
享
受
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
し
か
し
昭
和
に
入
り
、
十
四
枚
の
原
本
の
残
欠
が
発
見
さ
れ２
、
更
に
四
行
の
詞
書
断
簡
も
報
告
さ
れ
た３
。
こ
れ
ら
と
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
白
描
模
本
が
、
原
本
の
全
体
像
を
把
握
す
る
主
な
手
掛
か
り
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
模
本
は
東
博
本
の
他
、
各
地
で
所
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
回
報
告
す
る
早
大
本
も
ま
た
模
本
の
一
つ
で
あ
る
が
、
東
博
本
と
は
異
な
る
特
徴
が
見
え
、
六
波
羅
合
戦
巻
の
原
本
の
姿
や
享
受
、
更
に
は
絵
巻
と
『
平
治
物
語
』
の
関
係
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
に
つ
い
て滝　
澤　
み　
か
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
二
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
─　　─2
あ
る
と
言
え
る
。
以
下
、
こ
の
早
大
本
に
関
す
る
調
査
の
報
告
を
行
う
。
二
、
書
誌
情
報
　
初
め
に
、
早
大
本
の
書
誌
情
報
を
記
し
、
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。
【
絵
巻
】
　
﹇
所
蔵
」
早
稲
田
大
学
図
書
館
　
﹇
番
号
﹈
チ
四　
六
三
四
九
　
﹇
巻
冊
﹈
一
巻
　
﹇
表
紙
﹈
青
地
に
白
い
花
・
金
泥
の
草
な
ど
の
模
様
　
﹇
寸
法
﹈  
縦
四
一
．八
㎝
×
横
一
五
ｍ
七
二
㎝
　
﹇
外
題
﹈「
平
治
物
語
」（
題
箋
あ
り
・
金
箔
付
）
　
﹇
内
題
﹈（
な
し
）
　
﹇
装
丁
﹈
巻
子
　
﹇
軸
頭
﹈
朱
塗
・
青
い
花
の
模
様
　
﹇
字
高
﹈
三
二
．八
㎝
　
﹇
用
字
﹈
か
な
・
漢
字
　
﹇
奥
書
﹈  「
土
佐
古
将
監
之
真
筆
／
元
和
三
年
霜
月
七
日
写
畢
／
森
井
善
太
郎
（
落
款
印
「
卿
雲
」）」（
／
は
改
行
）
　
﹇
蔵
書
印
﹈  「
新
宮
城
書
蔵
」（
水
野
忠
央
）（
縦
八
．三
㎝
×
横
二
．六
㎝
）
　
﹇
備
考
﹈  
見
返
し
・
詞
書
・
奥
書
部
分
に
金
箔
が
散
っ
て
い
る
。
【
箱
】
　
﹇
表
面
﹈
黒
塗
　
﹇
寸
法
﹈  
縦
五
二
．六
㎝
×
横
一
二
．四
㎝
×
高
さ
一
一
．〇
㎝
　
﹇
外
題
﹈  「
平
治
物
語　
土
佐
光
起
筆
」（
題
箋
あ
り
・
金
箔
付
）
　
﹇
備
考
﹈  
蓋
裏
に
付
い
た
紙
片
に
「
花
園
実
満
画
」、
箱
底
に
付
い
た
紙
片
に
「
紀
州
新
宮
城
主
水
野
忠
央
旧
蔵
」
と
あ
る
。
　
ま
ず
早
大
本
の
伝
来
を
確
認
し
よ
う
。
旧
蔵
者
の
水
野
忠
央
（
一
八
一
四
〜
一
八
六
五
）
は
、
紀
伊
国
新
宮
（
現
和
歌
山
県
新
宮
市
）
の
城
主
で
あ
る
。
忠
央
と
言
え
ば
、
丹
鶴
叢
書
の
編
纂
で
著
名
で
あ
る
。
忠
央
の
蔵
書
が
収
め
ら
れ
た
丹
鶴
書
院
の
目
録
で
あ
る
『
新
宮
城
書
蔵
目
録
』（
文
久
元
年
〈
一
八
六
一
〉
〜
三
年
〈
一
八
六
三
〉
頃
成
立４
）
第
八
巻
の
「
御
画
巻
物
」
の
項
に
は
、
三
本
の
「
平
治
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
に
つ
い
て
─　　─3
物
語
絵
詞
」（
各
一
巻
）
の
存
在
が
確
認
出
来
る
。
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
一
巻
が
六
波
羅
合
戦
巻
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
遅
く
と
も
早
大
本
は
目
録
が
作
成
さ
れ
た
時
ま
で
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
同
目
録
に
は
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』『
平
家
物
語
』『
承
久
記
』『
太
平
記
』
を
含
む
多
く
の
軍
記
物
語
も
収
集
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
早
大
本
は
表
紙
の
模
様
も
細
か
く
、
見
返
し
・
詞
書
・
奥
書
部
分
に
は
金
箔
が
散
っ
て
お
り
、
六
波
羅
合
戦
巻
の
模
本
と
し
て
は
豪
華
な
部
類
の
も
の
で
あ
る
。
早
大
本
の
制
作
が
忠
央
の
命
に
よ
っ
て
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
忠
央
は
所
持
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
か
は
特
定
し
兼
ね
る
が
、
城
主
が
所
持
し
て
い
た
も
の
と
し
て
、
見
劣
り
し
な
い
作
り
と
な
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
　
奥
書
か
ら
は
森
井
善
太
郎
と
い
う
名
と
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
の
年
が
確
認
出
来
る
（
図
版
１
）。
早
大
本
の
詞
書
部
分
に
は
金
箔
が
散
っ
て
い
る
が
、
筆
の
上
に
金
箔
が
付
い
て
い
る
た
め
、
執
筆
後
に
施
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
奥
書
も
筆
の
上
に
金
箔
が
付
い
て
お
り
、
本
絵
巻
の
制
作
時
と
同
時
に
書
か
れ
た
奥
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
但
し
、
落
款
印
は
金
箔
の
上
に
押
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
森
井
善
太
郎
の
奥
書
は
、
他
の
模
本
の
う
ち
、
安
田
靫
彦
氏
旧
蔵
本
・
逸
翁
美
術
館
蔵
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
に
も
あ
る
。
ま
ず
日
本
画
家
・
安
田
靫
彦
氏
（
一
八
八
四
〜
一
九
七
八
）
が
所
蔵
し
た
と
い
う
白
描
模
本
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
未
見
の
た
め
鈴
木
敬
三
氏
『
初
期
絵
巻
物
の
風
俗
史
的
研
究５
』
の
記
述
を
引
用
す
る
と
、
安
田
本
の
奥
書
に
は
、
土
佐
古
将
監
之
真
筆　
元
和
三
年
霜
月
七
日
写
畢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
村
善
太
郎
（
花
押
）
　
　
　
　
六
波
羅
合
戦
之
図　
橘
金
六
所
蔵
［図版１］奥書
─　　─4
　
　
　
　
明
和
九
年
十
一
月　
千
賀
七
郎
左
衛
門
義
徴
と
あ
り
、
橘
金
六
が
元
和
三
年
制
作
の
模
本
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
や
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
の
千
賀
義
徴
の
模
写
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
で
は
「
森
村
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、「
土
佐
古
将
監
之
真
筆
元
和
三
年
霜
月
七
日
写
畢
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
は
早
大
本
と
一
致
す
る
。
こ
の
安
田
本
の
奥
書
は
逸
翁
本
に
も
見
え
、
そ
ち
ら
で
は
森
村
で
は
な
く
「
森
井
」
と
あ
る６
。
更
に
逸
翁
本
の
場
合
、
森
井
善
太
郎
・
橘
金
六
・
千
賀
義
徴
の
名
に
続
い
て
、
絵
に
関
す
る
考
察
と
、「
明
和
九
年
壬
辰
十
一
月
」・
「
寛
政
五
年
癸
丑
八
月
」
の
表
記
が
あ
る
。
考
察
は
九
行
に
渡
り
、
こ
の
図
が
「
待
賢
門
夜
戦
の
図
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
そ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、
今
改
め
て
「
六
波
羅
合
戦
の
図
」
と
題
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
森
井
善
太
郎
の
名
の
後
に
は
、
早
大
本
で
は
落
款
印
が
あ
る
が
、
逸
翁
本
で
は
花
押
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
花
押
は
輪
郭
の
み
を
縁
取
っ
た
も
の
で
あ
り
、
後
の
写
し
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
書
陵
部
本
に
も
、
逸
翁
本
と
同
一
の
「
土
佐
古
将
監
（
中
略
）
寛
政
五
年
癸
丑
八
月
」
の
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
「
文
化
元
年
甲
子
十
一
月　
松
岡
清
助
丹
治
辰
方
（
花
押
）」
と
あ
り
、
書
写
し
た
年
と
人
物
が
分
か
る
。
書
陵
部
本
に
も
森
井
善
太
郎
の
名
の
後
に
、
落
款
印
で
は
な
く
花
押
が
見
え
る
が
、
こ
ち
ら
は
縁
取
り
で
は
な
く
通
常
の
も
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
奥
書
を
持
つ
絵
巻
の
享
受
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
く
。
秋
山
光
和
氏
は
、
徴
古
館
蔵
『
本
朝
画
図
目
録
』
に
あ
る
六
波
羅
合
戦
巻
の
記
事
を
紹
介
し
て
い
る７
。
管
見
に
及
ん
だ
国
会
図
書
館
蔵
『
本
朝
画
図
目
録
』
を
引
用
す
る
と
、
　
　
六
波
羅
合
戦
図　
一
巻
　
　
　
土
佐
古
将
監
光
顕
画
○
元
和
三
年
十
一
月
原
本
橘
金
六
　
　
　
  
蔵
○
森
井
善
太
郎
書
判
（
挿
入
記
号
）
○
寛
政
十
年
三
月
白
川
邸
に
観
る
○
明
和
十（マ
マ
）六
年
十
一
月
千
賀
七
郎
左
エ
門
義
微
（
マ
マ
） 
（
朱
で
挿
入
）
と
あ
り
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
絵
巻
を
見
た
記
録
が
あ
る
。
こ
の
記
録
は
安
田
本
・
逸
翁
本
・
書
陵
部
本
と
は
、「
光
顕
」、「
明
和
十
六
年
」
と
い
っ
た
箇
所
が
異
な
る
が
、
森
井
善
太
郎
の
書
判
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、『
訂
正
増
補
考
古
画
譜
』（
黒
川
真
道
氏
編
『
黒
川
真
頼
全
集
』〈
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
〇
刊
〉
所
収
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
に
つ
い
て
─　　─5
に
は
、「
六
波
羅
合
戦　
一
巻　
古
画
目
録
云
、
六
波
羅
合
戦
図
一
巻
、
土
佐
古
将
監
、
原
本
橘
金
六
蔵
」
と
い
う
『
古
画
目
録
』
の
情
報
が
載
っ
て
い
る
。
　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
同
じ
森
井
善
太
郎
の
奥
書
を
有
し
て
い
て
も
、
安
田
本
・
逸
翁
本
・
書
陵
部
本
は
千
賀
義
徴
の
模
写
系
統
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
、
こ
れ
ら
各
本
や
『
本
朝
画
図
目
録
』
か
ら
、
森
井
善
太
郎
の
奥
書
を
持
つ
六
波
羅
合
戦
巻
は
、
義
徴
模
写
系
統
の
も
の
が
多
く
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
し
た
享
受
の
実
態
か
ら
考
え
れ
ば
、
森
井
善
太
郎
の
名
の
み
を
有
す
る
早
大
本
は
特
異
で
あ
り
、
義
徴
の
手
を
経
て
い
な
い
、
別
系
統
の
模
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
森
井
善
太
郎
に
つ
い
て
は
、
早
大
本
に
「
卿
雲
」
な
る
落
款
印
が
見
え
る
以
外
に
情
報
が
な
く
、
こ
の
落
款
印
が
森
井
善
太
郎
自
身
の
も
の
な
の
か
含
め
、
今
後
も
検
討
す
べ
き
点
で
あ
る
。
　
奥
書
に
見
え
る
「
将
監
」
と
は
、
近
衛
府
の
第
三
等
官
を
指
す
。
『
訂
正
増
補
考
古
画
譜
』
に
は
、「
真
頼
曰
、
古
将
監
詳
な
ら
ず
、
倭
錦
を
按
ず
る
に
、
慶
恩
の
弟
に
、
春
日
左
近
将
監
行
長
あ
り
、
こ
れ
を
古
将
監
と
い
へ
る
か
、
さ
れ
ど
、
六
波
羅
合
戦
も
亦
保
元
平
治
物
語
の
う
ち
の
も
の
な
る
べ
け
れ
ば
、
山
名
貫
義
氏
の
説
に
拠
ら
ば
、
慶
恩
の
筆
な
る
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
土
佐
古
将
監
」
の
み
で
は
誰
を
指
す
の
か
判
別
し
難
い
。『
本
朝
画
図
目
録
』
は
土
佐
光
顕
（
南
北
朝
期
の
絵
師
）
と
し
て
い
る
が
、
他
に
同
様
の
記
述
は
確
認
出
来
ず
、『
本
朝
画
図
目
録
』
筆
者
が
推
定
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
六
波
羅
合
戦
巻
の
原
本
残
欠
を
収
め
て
い
た
帖
の
箱
の
蓋
表
に
は
、「
武
者
絵
鑑　
土
佐
筆　
裏
ニ
古
筆
切
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
い
う８
。
こ
う
し
た
『
平
治
物
語
絵
巻
』
と
「
土
佐
」
と
い
う
名
を
結
び
つ
け
る
動
き
は
六
波
羅
合
戦
巻
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、
信
西
巻
や
六
波
羅
行
幸
巻
と
い
っ
た
他
の
巻
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
　
「
土
佐
古
将
監
」
と
い
う
名
は
、
他
の
絵
巻
の
識
語
に
も
確
認
出
来
る
。
光
明
寺
本
『
当
麻
寺
曼
荼
羅
絵
巻
』
上
巻
末９
に
は
「
右
曼
荼
羅
之
縁
起
上
下
巻
土
佐
古
将
監
真
跡
決
然
而
無
渉
于
猶
豫
者
也　
狩
野
永
真
法
眼
證
之
」
と
あ
り
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
』
第
三
巻
末Ａ
に
は
「
此
伊
勢
物
語
三
巻
之
絵
土
佐
古
将
監
光
長
之
遺
筆
也
為
證
其
真
識
其
後
狩
野
右
京
進
安
信
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、「
土
佐
古
将
監
」
の
「
真
跡
」「
遺
筆
」
で
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あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
狩
野
安
信
（
永
真
）
（
一
六
一
三
〜
一
六
八
五
）
に
よ
る
鑑
定
で
あ
る
。
そ
の
真
偽
は
さ
て
お
き
、
後
者
の
「
光
長
」
は
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
活
躍
し
た
絵
師
・
常
盤
光
長
（
生
没
年
未
詳
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
るＢ
。
前
者
の
「
土
佐
古
将
監
」
に
つ
い
て
は
、
小
松
茂
美
氏
は
「
土
佐
派
の
絵
師
は
、
室
町
時
代
以
来
、
代
代
が
左
近
将
監
に
叙
せ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
古
い
時
代
の
証
言
と
近
い
世
の
人
を
区
別
す
る
た
め
に
、
特
に
〈
古
将
監
〉
と
い
う
よ
う
な
呼
称
を
用
い
た
」
と
解
説
し
、
土
佐
光
信
（
生
年
未
詳
〜
一
五
二
三
頃
か
）
を
想
定
し
て
い
るＣ
。
し
か
し
『
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
』
の
光
長
の
例
か
ら
考
え
れ
ば
、「
古
将
監
」
が
指
す
人
物
は
必
ず
し
も
室
町
時
代
の
人
間
と
は
限
ら
な
い
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
初
期
に
お
い
て
、
絵
巻
の
作
者
を
「
土
佐
古
将
監
」
の
筆
と
鑑
定
す
る
例
は
確
認
出
来
、
早
大
本
の
奥
書
も
そ
う
し
た
一
例
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
も
し
江
戸
初
期
の
鑑
定
が
示
す
「
土
佐
古
将
監
」
が
、『
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
』
が
記
す
よ
う
光
長
の
こ
と
で
あ
り
、
森
井
善
太
郎
の
奥
書
も
同
様
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
流
れ
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
平
治
物
語
』
は
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
に
起
き
た
乱
の
こ
と
を
主
に
書
い
て
い
る
た
め
、
森
井
善
太
郎
は
そ
こ
か
ら
絵
巻
の
成
立
を
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
と
考
え
、
そ
の
頃
に
活
躍
し
た
光
長
を
絵
巻
原
本
の
作
者
と
推
定
し
た
。
そ
し
て
そ
の
光
長
＝
「
土
佐
古
将
監
」
の
真
筆
本
を
写
し
、
奥
書
を
書
い
た
。「
土
佐
古
将
監
」
が
他
の
人
間
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
た
め
断
定
は
し
兼
ね
る
が
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
示
す
。
　
箱
の
情
報
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
箱
の
蓋
裏
に
は
、「
花
園
実
満
画
」
と
書
か
れ
た
紙
片
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
花
園
実
満
（
一
六
二
九
〜
一
六
八
四
）
は
、
江
戸
前
期
の
公
卿
で
あ
る
。
父
は
花
園
家
の
祖
で
あ
る
右
少
将
・
花
園
公
久
（
一
五
九
一
〜
一
六
三
二
）
で
、
公
久
は
早
く
に
没
し
た
も
の
の
、
実
満
は
三
歳
で
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
お
り
、父
の
死
後
も
位
を
上
げ
て
い
る
。寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
正
月
五
日
に
従
三
位
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
十
二
月
二
十
九
日
に
は
参
議
に
な
っ
て
い
る
。
箱
の
外
題
に
は
「
土
佐
光
起
筆
」
と
あ
る
。
土
佐
光
起
（
一
六
一
七
〜
一
六
九
一
）
は
、
江
戸
前
期
に
活
躍
し
た
土
佐
派
の
絵
師
で
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
左
近
衛
将
監
に
任
官
さ
れ
て
い
る
。
実
満
・
光
起
共
に
、
元
和
三
年
に
写
さ
れ
た
絵
巻
の
作
者
に
は
当
然
成
り
得
ず
、
森
井
善
太
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
に
つ
い
て
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郎
が
写
し
た
絵
巻
を
転
写
し
た
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
情
報
の
信
憑
性
は
、「
土
佐
光
起
筆
」
と
し
つ
つ
、
「
花
園
実
満
画0
」
と
あ
る
時
点
で
不
可
解
で
あ
る
が
、
江
戸
前
期
の
人
々
が
関
わ
っ
た
絵
巻
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
　
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
237
』（
思
文
閣
出
版
古
書
部
、
二
〇
一
四
刊
）
で
は
、
こ
の
絵
巻
は
「
江
戸
後
期
写
」
と
し
て
い
る
。
成
立
年
代
の
特
定
は
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
江
戸
後
期
の
写
し
な
ら
ば
、
元
々
「
土
佐
古
将
監
之
真
筆
」
の
絵
巻
が
あ
り
、
そ
れ
を
森
井
善
太
郎
が
写
し
、
更
に
実
満
・
光
起
筆
と
さ
れ
る
転
写
が
さ
れ
、
そ
れ
を
ま
た
後
人
が
写
し
た
も
の
が
こ
の
早
大
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
（
転
写
の
具
体
的
回
数
は
不
明
）。
　
以
上
、
奥
書
の
内
容
を
分
析
し
つ
つ
、
森
井
善
太
郎
の
奥
書
を
有
す
る
本
の
中
で
も
、
早
大
本
は
他
の
義
徴
模
写
系
統
と
は
異
な
る
経
緯
を
持
つ
可
能
性
を
述
べ
た
。
早
大
本
の
特
性
は
奥
書
の
み
に
留
ま
ら
な
い
こ
と
を
、
本
文
の
考
察
の
際
に
も
指
摘
す
る
。
三
、
本
文
　
﹇
凡
例
﹈
一
、
以
下
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
の
翻
刻
で
あ
る
。【　
】
は
、
詞
書
・
絵
の
順
を
、
（　
）
は
絵
の
内
容
の
説
明
を
、
論
者
が
私
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
一
、
改
行
部
分
は
／
で
示
し
た
。
ま
た
、
漢
字
の
表
記
は
基
本
的
に
は
底
本
通
り
に
し
た
。
　
　
【
第
一
段
】
抑
待
賢
門
の
戦
は
平
治
元
年
十
一
月
廿
七
日
の
／
事
な
り
し
悪
源
太
義
平
は
同
日
の
暮
ほ
と
に
／
ま
た
こ
そ
六
波
羅
に
よ
せ
給
ふ
一
人
當
千
の
つ
は
も
の
／
と
も
真
先
に
進
み
戦
け
り
御
曹
子
の
た
ま
ひ
け
る
は
／
今
日
六
波
羅
へ
よ
せ
て
門
の
う
ち
へ
入
さ
る
こ
そ
口
惜
／
け
れ
つ
ゝ
け
も
の
と
も
と
て
五
十
餘
騎
か
け
い
れ
は
平
／
家
ふ
せ
き
か
ね
て
引
い
り
に
け
り
清
盛
は
北
の
臺
の
／
に
し
の
つ
ま
戸
に
軍
の
下
知
し
て
ゐ
た
ま
ひ
け
る
か
／
妻
戸
の
と
ひ
ら
に
敵
の
射
か
け
し
矢
の
あ
め
の
／
ふ
る
こ
と
く
に
あ
た
り
け
れ
は
ふ
せ
く
兵
に
恥
あ
る
侍
か
／
な
け
れ
は
こ
そ
こ
れ
ま
て
敵
は
ち
か
つ
く
ら
め
い
て
さ
ら
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は
／
か
け
む
と
て
馬
引
よ
せ
さ
せ
打
の
り
て
大
音
に
て
／
大
将
軍
は
た
れ
人
そ
か
く
申
は
太
宰
大
弐
清
盛
／
な
り
け
ん
さ
む
せ
ん
と
か
け
出
た
ま
へ
は
平
家
の
侍
こ
れ
を
／
見
て
筑
後
守
父
子
主
馬
判
官
父
子
難
波
瀬
尾
／
を
は
し
め
と
し
て
究
竟
の
兵
真
先
に
す
ゝ
み
戦
ひ
／
け
り
義
平
三
方
を
ま
く
り
た
て
ゝ
お
も
て
も
ふ
ら
す
戦
／
給
ひ
し
か
平
家
新
手
を
い
れ
替
て
人
馬
の
息
を
／
休
め
入
替
〳
〵
た
ゝ
か
へ
は
源
氏
の
兵
も
せ
ん
か
た
な
く
て
／
門
よ
り
外
に
引
し
り
そ
き
ぬ
河
原
を
に
し
へ
引
に
け
り
／
義
朝
是
を
見
給
ひ
て
義
平
は
河
原
を
西
に
引
し
は
／
家
の
き
す
と
お
ほ
ゆ
る
そ
今
は
何
を
か
期
す
へ
き
／
う
ち
死
せ
よ
と
か
け
出
給
へ
は
鎌
田
兵
衛
馬
よ
り
と
ひ
／
を
り
御
轡
に
と
り
つ
き
一
先
都
を
御
引
あ
つ
て
／
か
さ
ね
て
平
家
を
ほ
ろ
ほ
し
給
へ
か
し
と
申
け
れ
は
／
よ
し
と
も
の
た
ま
ひ
け
る
は
東
に
ゆ
け
は
逢
さ
か
山
／
不
破
の
関
を
や
と
ゝ
む
へ
き
に
し
に
趣
か
は
須
／
广
あ
か
し
を
な
（
マ
マ
）す
き
な
む
あ
は
れ
ゆ
み
矢
と
る
／
身
ほ
と
か
な
し
か
り
け
る
も
の
は
な
し
い
か
ゝ
は
／
せ
ん
と
の
た
ま
ひ
け
り
三
條
河
原
に
て
か
ま
田
／
申
け
る
は
守
殿
は
お
ほ
し
召
た
ゝ
せ
た
ま
ふ
／
む
ね
あ
る
に
よ
り
引
退
給
ふ
い
ま
し
は
し
ふ
／
せ
き
矢
射
て
の
は
し
ま
い
ら
せ
よ
と
い
ひ
し
に
／
平
賀
四
郎
よ
し
の
ふ
た
ゝ
一
騎
引
返
し
て
／
散
々
に
た
ゝ
か
ひ
け
れ
は
義
朝
こ
れ
を
見
／
た
ま
ひ
て
あ
れ
よ
し
の
ふ
う
た
す
な
と
宣
ひ
し
に
／
佐
々
木
須
藤
刑
部
伊
澤
を
は
し
め
と
し
て
／
は
せ
ふ
さ
か
つ
て
ふ
せ
き
け
る
佐
々
木
源
三
／
秀
よ
し
須
藤
刑
部
と
し
み
ち
伊
澤
四
郎
／
の
ふ
か
け
も
六
条
邊
に
て
敵
に
か
け
あ
は
せ
／
敵
あ
ま
た
う
ち
と
つ
て
或
は
打
死
し
あ
る
ひ
は
／
手
屓
て
落
に
け
り
よ
し
と
も
は
東
を
さ
し
て
／
落
給
ふ
も
の
ゝ
ふ
の
な
ら
ひ
と
は
い
ひ
な
か
ら
／
と
し
も
す
て
に
く
れ
な
む
に
寒
さ
も
こ
と
に
／
つ
よ
く
し
て
き
の
ふ
の
雪
も
消
や
ら
す
／
あ
は
れ
さ
も
な
か
〳
〵
に
い
つ
く
を
そ
れ
と
さ
ゝ
／
ね
と
も
ま
つ
青
は
か
の
長
者
を
な
ん
た
の
み
／
に
て
を
も
む
き
給
ひ
し
扨
平
家
の
人
々
／
義
朝
の
宿
諸
な
ら
ひ
に
の
ふ
よ
り
の
舘
に
／
火
を
か
け
ゝ
れ
は
魔
風
さ
か
む
に
し
て
／
炎
地
に
ふ
き
し
き
餘
盡
数
十
丁
に
ふ
き
／
ち
ら
し
て
た
ち
ま
ち
に
灰
塵
の
地
と
そ
／
な
り
に
け
る
嫡
子
よ
り
と
も
は
當
年
十
／
二
歳
に
な
り
給
ひ
ぬ
い
ま
た
い
と
け
な
し
と
／
い
へ
と
も
弓
馬
の
家
に
む
ま
れ
て
大
軍
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
に
つ
い
て
─　　─9
を
／
お
そ
れ
す
し
て
父
と
と
も
に
打
た
ゝ
れ
し
か
／
源
太
か
産
衣
と
い
ひ
し
鎧
は
義
家
卿
／
二
歳
の
と
き
院
よ
り
ま
ひ
ら
せ
給
ひ
し
よ
ろ
ひ
の
／
家
に
傳
り
し
を
着
し
給
ひ
鬚
き
り
丸
の
／
太
刀
を
帯
て
乱
軍
の
中
を
う
ち
ぬ
け
／
す
こ
し
も
手
疵
を
屓
給
は
す
寿
永
の
／
秋
に
な
り
し
か
は
舎
弟
判
官
よ
し
つ
ね
を
／
つ
か
は
し
給
ひ
け
れ
は
平
家
の
一
門
／
こ
と
〳
〵
く
都
を
落
ぬ
元
暦
の
は
し
め
に
は
門
司
赤
間
関
の
い
く
さ
破
れ
て
一
門
／
西
海
に
し
つ
み
て
源
氏
の
代
と
そ
／
な
り
に
け
る
源
平
盛
衰
の
間
夢
／
の
こ
と
し
　
　
【
絵
一
】
（
六
波
羅
に
お
け
る
清
盛
率
い
る
平
氏
と
源
氏
の
戦
い
の
絵
）
　
　
【
第
二
段
】
義
朝
た
え
す
し
て
西
の
河
原
へ
引
し
り
／
そ
き
ぬ
馬
を
ひ
か
へ
て
申
け
る
は
命
お
し
／
か
ら
ん
と
も
か
ら
は
是
よ
り
す
な
は
ち
お
つ
へ
し
／
よ
し
と
も
は
今
度
か
け
出
な
ん
の
ち
は
／
さ
ら
に
不
引
し
て
頸
を
馬
の
は
な
に
け
さ
す
／
へ
し
と
申
を
正
清
み
つ
ゝ
き
に
と
り
つ
き
て
／
た
ゝ
い
ま
御
命
を
は
て
さ
せ
給
ひ
て
何
ほ
と
か
／
あ
る
へ
き
東
国
へ
趣
か
せ
給
ひ
て
御
家
人
／
相
催
し
て
平
家
を
ほ
ろ
ほ
さ
ん
事
時
刻
を
／
め
く
ら
す
へ
か
ら
す
と
申
て
も
ろ
と
も
に
／
落
に
け
り
　
　
【
絵
二
】
（
義
朝
を
諌
め
る
正
清
の
絵
）
　
　
【
第
三
段
】
鎌
田
兵
衛
申
け
る
は
守
殿
は
お
ほ
し
召
／
旨
あ
り
て
ひ
か
せ
給
ふ
な
り
正
清
は
御
供
／
つ
か
ま
つ
り
殿
原
は
し
は
し
ふ
せ
き
箭
／
射
て
の
は
し
ま
い
ら
せ
よ
心
さ
し
は
御
供
に
／
お
と
る
へ
か
ら
す
と
い
ひ
け
れ
は
五
十
餘
騎
／
の
こ
り
と
ゝ
ま
り
て
矢
た
ね
の
あ
る
か
き
り
／
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
ふ
せ
き
た
ゝ
か
ふ
惣
方
／
こ
ゝ
に
て
多
く
う
た
れ
に
け
り
　
　
【
絵
三
】
（
三
条
河
原
に
お
け
る
清
盛
率
い
る
平
氏
と
源
氏
の
戦
い
の
絵
〜
義
朝
や
金
王
丸
が
逃
げ
落
ち
る
絵
）
　
　
【
第
四
段
】
信
頼
卿
の
宿
所
三
箇
所
義
朝
か
／
六
條
堀
河
の
家
を
や
き
は
ら
ふ
あ
い
た
／
餘
盡
数
十
町
に
を
よ
ふ
感
陽
宮
の
煙
／
の
こ
と
し
─　　─10
　
　
【
絵
四
】
（
信
頼
・
義
朝
の
邸
宅
を
焼
き
討
ち
す
る
絵
〜
猛
火
の
絵
）
　
　
【
奥
書
】
土
佐
古
將
監
之
真
筆
／
元
和
三
年
霜
月
七
日
寫
畢
／
森
井
善
太
郎
（
落
款
印
「
卿
雲
」）
四
、
考
察
　
先
行
研
究
に
お
い
て
、
六
波
羅
合
戦
巻
の
模
本
は
東
博
本
が
代
表
的
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
た
め
か
他
の
模
本
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
何
点
存
在
す
る
の
か
さ
え
不
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
絵
巻
の
享
受
を
考
え
る
上
で
は
、
模
本
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
今
回
論
者
が
存
在
を
知
り
得
た
模
本
は
、
早
大
本
を
除
く
と
十
三
点
で
あ
るＤ
。
そ
の
十
三
点
の
諸
本
と
早
大
本
の
大
き
な
相
違
点
は
、
Ａ
詞
書
第
一
段
を
持
つ
か
、
Ｂ
第
一
段
以
外
の
詞
書
を
持
つ
か
、
Ｃ
絵
に
色
が
付
い
て
い
る
か
、
Ｄ
色
の
指
示
が
文
字
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
か
、
Ｅ
森
井
善
太
郎
の
奥
書
を
持
つ
か
、
で
あ
る
。
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つＥ
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
１　
東
京
国
立
博
物
館
蔵
一
巻
Ａ
詞
書
第
一
段
な
し
・
Ｂ
詞
書
あ
り
・
Ｃ
色
な
し
・
Ｄ
色
指
示
あ
り
・
Ｅ
森
井
奥
書
な
し
　
﹇
成
立
﹈
十
八
世
紀
初
頭
　
﹇
模
写
者
﹈
横
田
養
碩
・
平
田
小
太
郎Ｆ
　
﹇
蔵
書
印
﹈「
史
」
２　
安
田
靫
彦
氏
旧
蔵
一
巻
（
未
見
）
Ｃ
色
な
し
・
Ｅ
森
井
奥
書
あ
り
　
﹇
成
立
﹈
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
か
　
﹇
模
写
者
﹈
千
賀
七
郎
左
衛
門
義
徴
か
３　
逸
翁
美
術
館
蔵
一
巻
（
国
文
研
紙
焼
写
真
に
よ
る
）
Ａ
詞
書
第
一
段
な
し
・
Ｂ
詞
書
あ
り
・
Ｃ
色
な
し
（
一
部
淡
彩
）・
Ｄ
色
指
示
あ
り
・
Ｅ
森
井
奥
書
あ
り
　
﹇
成
立
﹈
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
　
﹇
蔵
書
印
﹈「
道
彦
図
書
印
」
４　
関
保
之
助
氏
旧
蔵
本
（
未
見
）
　
﹇
成
立
﹈
十
八
世
紀
後
半
　
﹇
模
写
者
﹈
稲
葉
通
邦
（
一
七
四
四
〜
一
八
〇
一
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
に
つ
い
て
─　　─11
５　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
一
巻
（【
絵
四
】
の
み
）
Ａ
詞
書
第
一
段
な
し
・
Ｂ
詞
書
な
し
・
Ｃ
色
な
し
・
Ｄ
色
指
示
あ
り
・
Ｅ
森
井
奥
書
あ
り
　
﹇
成
立
﹈
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
　
﹇
模
写
者
﹈
松
岡
清
助
丹
治
辰
方
（
一
七
六
四
〜
一
八
四
〇
）
　
﹇
蔵
書
印
﹈「
松
岡
文
庫
」「
帝
室
図
書
之
章
」
６　
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
一
巻
①
（
未
見
）
Ａ
詞
書
第
一
段
な
し
・
Ｂ
詞
書
あ
り
・
Ｃ
色
な
し
（
一
部
淡
彩
）・
Ｅ
森
井
奥
書
な
し
　
﹇
成
立
﹈
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三Ｇ
）
　
﹇
模
写
者
﹈
木
村
立
嶽
（
一
八
二
七
〜
一
八
九
〇
）
７　
真
田
宝
物
館
蔵
一
巻
（【
絵
三
】
の
み
）
Ａ
詞
書
第
一
段
な
し
・
Ｂ
詞
書
な
し
・
Ｃ
色
あ
り
・
Ｄ
色
指
示
な
し
・
Ｅ
森
井
奥
書
な
し
　
﹇
成
立
﹈
十
九
世
紀
　
﹇
模
写
者
﹈
高
川
文
筌
（
一
八
一
八
〜
一
八
五
八Ｈ
）
　
﹇
蔵
書
印
﹈「
文
筌
画
印
」
８　
京
都
府
一
澤
喜
久
夫
氏
蔵
一
巻
Ａ
詞
書
第
一
段
な
し
・
Ｂ
詞
書
あ
り
・
Ｃ
一
部
色
あ
り
・
Ｄ
色
指
示
あ
り
・
Ｅ
森
井
奥
書
な
し
　
﹇
成
立
﹈
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
　
﹇
模
写
者
﹈
有
信
かＩ
９　
横
浜
市
歴
史
博
物
館
蔵
一
巻
Ａ
詞
書
第
一
段
な
し
・
Ｂ
詞
書
な
し
・
Ｃ
色
あ
り
・
Ｄ
色
指
示
あ
り
・
Ｅ
森
井
奥
書
な
し
10　
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
一
巻
②
（
未
見
）
Ａ
詞
書
第
一
段
な
し
・
Ｂ
詞
書
な
し
・
Ｃ
色
な
し
・
Ｅ
森
井
奥
書
な
し
11　
安
田
靫
彦
氏
旧
蔵
一
巻
（
未
見
）
Ｃ
色
な
し
12　
小
堀
安
雄
氏
旧
蔵
一
巻
①
（
未
見
）
13　
小
堀
安
雄
氏
旧
蔵
一
巻
②
（
未
見
）
　
以
下
、
こ
れ
ら
の
絵
巻
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
早
大
本
の
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。
尚
、
右
に
挙
げ
た
も
の
の
内
、
未
見
の
も
の
は
比
較
対
象
か
ら
外
す
。
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⑴　
詞
書
に
つ
い
て
　
ま
ず
、
詞
書
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
こ
う
。
早
大
本
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、
冒
頭
に
詞
書
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
（【
第
一
段
】）。
詞
書
第
二
段
〜
第
四
段
に
当
た
る
部
分
は
他
本
に
も
あ
る
。
し
か
し
、
詞
書
第
一
段
は
管
見
に
及
ん
だ
限
り
で
は
早
大
本
に
し
か
存
在
し
な
い
。
翻
刻
で
示
し
た
よ
う
に
、
絵
巻
が
展
開
す
る
以
前
に
、
六
波
羅
に
義
平
が
攻
め
入
る
と
こ
ろ
か
ら
、
後
に
頼
朝
に
よ
っ
て
源
氏
が
再
興
さ
れ
る
と
い
う
『
平
治
物
語
』
の
一
部
の
諸
本
の
結
末
ま
でＪ
、
言
わ
ば
物
語
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
が
六
十
八
行
と
い
う
長
文
に
渡
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
絵
巻
の
享
受
者
に
、
こ
の
六
波
羅
合
戦
巻
を
ど
う
い
っ
た
流
れ
の
中
で
見
る
べ
き
か
、
予
め
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
　
六
波
羅
合
戦
巻
の
詞
書
と
『
平
治
物
語
』
諸
本
と
の
関
係
は
、
詞
書
断
簡
や
東
博
本
を
対
象
に
し
た
日
下
力
氏
に
よ
る
先
行
研
究
が
あ
りＫ
、
早
大
本
で
は
詞
書
第
二
段
・
第
四
段
に
当
た
る
部
分
は
古
態
本Ｌ
に
、
第
三
段
に
当
た
る
部
分
は
金
刀
比
羅
本
に
近
い
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
る
が
、
早
大
本
の
詞
書
第
一
段
は
流
布
本
系
本
文
を
参
考
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。【
表
１
】
は
、
詞
書
第
一
段
と
『
平
治
物
語
』
の
代
表
的
な
諸
本
で
あ
る
流
布
本
・
古
態
本
・
金
刀
比
羅
本
の
対
照
表
で
あ
る
。
【
表
１
】
詞
書
第
一
段
と
諸
本
対
照
表
﹇
凡
例
﹈
一
、『
平
治
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
流
布
本
・
金
刀
比
羅
本
は
永
積
安
明
氏
・
島
田
勇
雄
氏
校
注
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
刊
）、
古
態
本
は
日
下
力
氏
校
注
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
刊
）
を
使
用
し
た
。
句
読
点
な
ど
私
に
改
め
た
部
分
も
あ
る
。
一
、
詞
書
第
一
段
と
一
致
す
る
部
分
に
、
各
諸
本
に
線
を
引
い
た
。
太
字
・
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
部
分
は
、
三
本
の
う
ち
、
そ
の
本
固
有
の
表
現
で
あ
る
。
一
、
表
は
便
宜
上
、
主
に
内
容
で
区
切
っ
て
分
け
た
。
点
線
の
区
切
り
は
、
章
段
が
遡
り
、
記
事
が
前
後
す
る
箇
所
で
あ
る
。
一
、
詞
書
の
末
尾
部
分
は
省
略
し
た
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
に
つ
い
て
─　　─13
詞
書
釈
文
流
布
本
古
態
本
金
刀
比
羅
本
抑
待
賢
門
の
戦
は
平
治
元
年
十
一
月
廿
七
日
の
事
な
り
し
。
悪
源
太
義
平
は
同
日
の
暮
ほ
ど
に
、
ま
た
こ
そ
六
波
羅
に
よ
せ
給
ふ
。
一
人
当
千
の
つ
は
も
の
ど
も
真
先
に
進
み
戦
け
り
。
悪
源
太
は
、
其
ま
ゝ
六
は
ら
へ
寄
ら
る
ゝ
に
、
一
人
当
千
の
兵
ど
も
、
真
前
に
す
ゝ
ん
で
戦
ひ
け
り
。（
中
略
）
悪
源
太
義
平
（
中
略
）
を
始
と
し
て
廿
余
騎
、
六
波
羅
へ
を
し
よ
せ
、
一
二
の
垣
楯
う
ち
や
ぶ
り
て
お
め
ひ
て
か
け
入
、
さ
ん
〴
〵
に
戦
け
り
。
（
な
し
）
御
曹
子
の
た
ま
ひ
け
る
は
、「
今
日
六
波
羅
へ
よ
せ
て
、
門
の
う
ち
へ
入
ざ
る
こ
そ
口
惜
け
れ
。
つ
ゞ
け
も
の
ど
も
」
と
て
、
五
十
余
騎
か
け
い
れ
ば
、
平
家
ふ
せ
ぎ
か
ね
て
引
い
り
に
け
り
。
悪
源
太
の
た
ま
ひ
け
る
は
、「
今
日
六
波
羅
へ
よ
せ
て
、
門
の
中
へ
い
ら
ざ
る
こ
そ
口
お
し
け
れ
。
す
ゝ
め
や
、
者
ど
も
」
と
て
、
究
竟
の
兵
五
十
余
騎
し
こ
ろ
を
か
た
ぶ
け
て
か
け
い
れ
ば
、
平
家
の
侍
ふ
せ
ぎ
か
ね
、
ば
と
引
て
ぞ
入
に
け
る
。
義
平
ま
づ
本
意
を
と
げ
ぬ
と
よ
ろ
こ
ん
で
、
お
め
き
さ
け
ん
で
懸
入
給
へ
り
。
（
な
し
）
さ
る
ほ
ど
に
悪
源
太
宣
け
る
は
、
「
今
度
六
波
羅
へ
よ
せ
て
、
門
の
内
へ
い
ら
ざ
る
こ
と
こ
そ
口
惜
け
れ
。
す
ゝ
め
や
者
共
、
〳
〵
」
と
て
、
五
十
余
騎
し
こ
ろ
を
か
た
む
け
、
お
め
ひ
て
か
け
け
れ
ば
、
平
家
の
軍
兵
ば
つ
と
あ
け
て
い
れ
に
け
り
。（
中
略
）
清
盛
は
、
北
の
台
の
に
し
の
つ
ま
戸
に
、
軍
の
下
知
し
て
ゐ
た
ま
ひ
け
る
が
、
妻
戸
の
と
び
ら
に
、
敵
の
射
か
け
し
矢
の
あ
め
の
ふ
る
ご
と
く
に
あ
た
り
け
れ
は
、「
ふ
せ
ぐ
兵
に
恥
あ
る
侍
が
な
け
れ
ば
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
敵
は
ち
か
づ
く
ら
め
。
い
で
さ
ら
ば
か
け
む
」
と
て
、
清
盛
は
、
北
の
台
の
西
の
妻
戸
の
間
に
、
軍
下
知
し
て
ゐ
給
ひ
け
る
が
、
妻
戸
の
と
び
ら
に
、
敵
の
い
る
矢
雨
の
ふ
る
ご
と
く
に
あ
た
り
け
れ
ば
、
清
盛
い
か
て
の
給
ひ
け
る
は
、「
ふ
せ
ぐ
兵
に
恥
あ
る
侍
が
な
け
れ
ば
こ
そ
、
是
ま
で
敵
は
近
づ
く
ら
め
。
い
で
〳
〵
、
さ
ら
ば
か
け
ん
」
と
て
、
（
中
略
／
清
盛
の
装
束
）
大
弐
清
盛
、
北
の
対
の
西
の
妻
戸
の
間
に
、
軍
下
知
し
て
居
た
り
け
る
が
、
妻
戸
の
扉
に
、
敵
の
い
る
矢
が
雨
の
ふ
る
ご
と
く
に
あ
た
り
け
れ
ば
、
大
弐
清
盛
、
大
に
忿
て
、「
恥
あ
る
侍
が
な
け
れ
ば
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
敵
を
近
づ
く
れ
。
の
け
や
、
清
盛
か
け
ん
」
と
て
、
甲
の
緒
を
し
め
て
、
妻
戸
の
間
よ
り
つ
ッ
と
出
、
庭
に
立
た
る
馬
を
縁
の
き
は
へ
引
よ
せ
て
、
ひ
た
と
の
る
。（
中
略
／
清
盛
の
装
（
な
し
）
清
盛
宣
ひ
け
る
、「
か
ひ
〳
〵
し
く
防
ぐ
者
な
け
れ
ば
こ
そ
、
敵
は
是
ま
で
近
付
ら
め
。
清
盛
さ
ら
ば
か
け
ん
」
と
て
、（
中
略
／
清
盛
の
装
束
）
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束
）
馬
引
よ
せ
さ
せ
打
の
り
て
、
大
音
に
て
、「
大
将
軍
は
た
れ
人
ぞ
。
か
く
申
は
太
宰
大
弐
清
盛
な
り
。
げ
ん
ざ
む
せ
ん
」
と
か
け
出
た
ま
へ
ば
、
鐙
ふ
む
ば
り
大
音
あ
げ
て
、「
よ
せ
て
の
大
将
軍
は
誰
人
ぞ
。
か
う
申
は
太
宰
大
弐
清
盛
也
。
見
参
せ
ん
」
と
て
、
か
け
出
ら
れ
け
れ
ば
、
御
曹
子
こ
れ
を
き
ゝ
給
ひ
、「
悪
源
太
義
平
こ
ゝ
に
あ
り
。
え
た
り
や
お
う
」
と
さ
け
び
て
か
く
。
（
な
し
）
「
何
か
源
氏
の
大
将
軍
ぞ
。
か
う
申
は
太
宰
大
弐
清
盛
。
げ
ん
ざ
む
」
と
ぞ
の
た
ま
ひ
け
る
。「
悪
源
太
是
に
あ
り
」
と
て
お
め
ひ
て
か
け
ら
る
。
（
中
略
）
平
家
の
侍
こ
れ
を
見
て
、
筑
後
守
父
子
、
主
馬
判
官
父
子
、
難
波
、
瀬
尾
を
は
じ
め
と
し
て
、
究
竟
の
兵
真
先
に
す
ゝ
み
戦
ひ
け
り
。
平
家
の
侍
こ
れ
を
み
て
、
筑
後
守
父
子
、
主
馬
判
官
管
親
子
、
難
波
、
妹
尾
を
は
じ
め
と
し
て
、
究
竟
の
兵
五
百
余
騎
、
真
前
に
は
せ
ふ
さ
が
て
戦
け
り
。（
中
略
）
（
な
し
）
（
な
し
）
義
平
三
方
を
ま
く
り
た
て
ゝ
お
も
て
も
ふ
ら
ず
戦
給
ひ
し
が
、
平
家
新
手
を
い
れ
替
て
、
人
馬
の
息
を
休
め
、
入
替
〳
〵
た
ゝ
か
へ
ば
、
源
氏
の
兵
も
せ
ん
か
た
な
く
て
門
よ
り
外
に
引
し
り
ぞ
き
ぬ
。
河
原
を
に
し
へ
引
に
け
り
。
義
平
三
方
を
ま
く
り
た
て
、
お
も
て
も
ふ
ら
ず
切
て
ま
は
り
給
ひ
し
か
共
、
源
氏
は
今
朝
よ
り
の
つ
か
れ
武
者
、
い
き
を
も
つ
か
ず
せ
め
戦
、
平
家
は
あ
ら
て
を
入
か
へ
〳
〵
、
城
に
か
ゝ
て
馬
を
や
す
め
、
懸
い
で
〳
〵
た
ゝ
か
ひ
け
れ
ば
、
源
氏
つ
ゐ
に
う
ち
ま
け
て
、
門
よ
り
外
へ
引
し
り
ぞ
き
、
や
が
て
河
を
か
け
わ
た
し
、
河
原
を
西
へ
ぞ
引
た
り
け
る
。
（
な
し
）
源
氏
の
兵
ど
も
互
に
お
め
ひ
て
責
戦
ほ
ど
に
、
悪
源
太
の
勢
は
け
さ
よ
り
つ
か
れ
武
者
、
平
家
の
勢
は
今
の
あ
ら
て
な
り
、
悪
源
太
の
勢
す
こ
し
よ
は
り
て
み
え
け
れ
ば
、「
さ
ら
ば
馬
の
気
を
つ
が
せ
よ
」
と
て
門
よ
り
外
へ
引
退
く
。
や
が
て
河
よ
り
西
へ
ひ
か
れ
け
り
。
義
朝
是
を
見
給
ひ
て
、「
義
平
は
河
原
を
西
に
引
し
は
家
の
き
ず
と
お
ぼ
ゆ
る
ぞ
。
今
は
何
を
か
期
す
べ
き
。
義
朝
是
を
み
給
て
、「
義
平
が
河
よ
り
西
へ
引
つ
る
は
家
の
き
ず
と
お
ぼ
ゆ
る
ぞ
。
今
は
何
を
か
期
す
べ
き
。
義
朝
、「
ひ
か
ば
い
づ
く
ま
で
延
ぶ
べ
き
ぞ
。
討
死
よ
り
外
は
、
又
、
別
の
儀
、
有
べ
か
ら
ず
」
と
て
、
や
が
義
朝
宣
ひ
け
る
は
、「
義
平
が
河
よ
り
西
へ
引
つ
る
こ
と
、
家
の
き
ず
と
お
ぼ
ゆ
る
ぞ
。
義
朝
今
は
い
つ
を
か
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う
ち
死
せ
よ
」
と
か
け
出
給
へ
ば
、
鎌
田
兵
衛
馬
よ
り
と
び
を
り
、
御
轡
に
と
り
つ
き
、「
一
先
都
を
御
引
あ
つ
て
、
か
さ
ね
て
平
家
を
ほ
ろ
ぼ
し
給
へ
か
し
」
と
申
け
れ
ば
、
討
死
せ
ん
」
と
て
懸
ら
れ
け
れ
ば
、
鎌
田
馬
よ
り
と
ん
で
お
り
、
水
付
に
立
て
申
け
る
は
、「（
中
略
）
し
ば
ら
く
い
づ
く
へ
も
落
さ
せ
給
ひ
、
山
林
に
身
を
か
く
し
て
も
、
御
名
ば
か
り
を
の
こ
し
を
き
、
敵
に
物
を
お
も
は
さ
せ
給
は
ん
こ
そ
、
謀
の
一
に
て
も
候
べ
け
れ
。（
中
略
）
は
や
落
さ
せ
給
へ
」
と
申
せ
ば
、
て
か
け
ん
と
し
け
れ
ば
、
鎌
田
、
馬
よ
り
飛
下
、
轡
に
取
付
、「（
中
略
）
若
又
の
び
ぬ
べ
く
は
、
北
陸
道
に
か
ゝ
り
て
、
東
国
へ
く
だ
ら
せ
給
ひ
な
ば
、
東
八
ヶ
国
に
、
た
れ
か
御
家
人
な
ら
ぬ
人
候
。（
中
略
）」
と
申
せ
共
、（
中
略
）
期
す
べ
き
。
う
ち
じ
に
せ
ん
」
と
て
か
け
ら
れ
け
れ
ば
、
鎌
田
申
け
る
は
、「（
中
略
）
い
づ
く
へ
も
お
ち
さ
せ
給
、
名
計
あ
と
に
と
ゞ
め
て
、
敵
に
物
を
お
も
は
せ
給
へ
」
と
申
ば
、
よ
し
と
も
の
た
ま
ひ
け
る
は
、「
東
に
ゆ
け
ば
逢
さ
か
山
、
不
破
の
関
を
や
と
ゞ
む
べ
き
。
に
し
に
趣
か
ば
、
須
磨
あ
か
し
を
な
す
ぎ
な
む
。
あ
は
れ
、
ゆ
み
矢
と
る
身
ほ
ど
か
な
し
か
り
け
る
も
の
は
な
し
。
い
か
ゞ
は
せ
ん
」
と
の
た
ま
ひ
け
り
。
「
あ
づ
ま
へ
ゆ
か
ば
、
あ
ふ
さ
か
山
、
不
破
の
関
、
西
海
に
お
も
む
か
ば
、
須
磨
、
明
石
を
や
す
ぐ
べ
き
。
弓
矢
と
る
身
は
、
死
す
べ
き
所
を
の
が
れ
ぬ
れ
ば
、
中
々
最
後
の
恥
あ
る
也
。
た
ゞ
こ
ゝ
に
て
う
ち
死
に
せ
ん
」
と
す
ゝ
み
給
へ
ば
、（
中
略
）
（
な
し
）
義
朝
宣
ひ
け
る
は
、「
東
へ
行
ば
あ
ふ
さ
か
、
不
破
の
関
、
に
し
へ
行
ば
須
磨
、
明
石
を
や
す
ぐ
べ
き
。
た
ゞ
こ
ゝ
に
て
う
ち
死
に
せ
ん
」
と
て
（
中
略
）
三
条
河
原
に
て
か
ま
田
申
け
る
は
、
「
守
殿
は
お
ぼ
し
召
た
ゝ
せ
た
ま
ふ
む
ね
あ
る
に
よ
り
引
退
給
ふ
。
い
ま
し
ば
し
ふ
せ
ぎ
矢
射
て
の
ば
し
ま
い
ら
せ
よ
」
と
い
ひ
し
に
、
三
条
河
原
に
て
鎌
田
兵
衛
申
け
る
は
、「
頭
殿
は
お
ぼ
し
め
す
旨
あ
っ
て
落
さ
せ
給
ふ
ぞ
。
よ
く
〳
〵
ふ
せ
ぎ
矢
つ
か
ま
つ
れ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
（
な
し
）
三
条
河
原
に
て
鎌
田
と
い
ひ
け
る
は
、「
頭
殿
は
お
ぼ
し
め
す
む
ね
あ
り
て
お
ち
さ
せ
給
ぞ
。
ふ
せ
ぎ
矢
射
は
や
、
人
々
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
平
賀
四
郎
よ
し
の
ぶ
、
た
ゞ
一
騎
引
返
し
て
、
散
々
に
た
ゝ
か
ひ
け
れ
ば
、
義
朝
こ
れ
を
見
た
ま
ひ
て
、
平
賀
四
郎
義
宣
、
引
返
し
散
々
に
た
ゝ
か
は
れ
け
れ
ば
、
義
朝
か
へ
り
見
給
て
、「
あ
は
れ
、
源
氏
は
さ
し
ま
で
も
、
を
ろ
か
な
る
者
は
な
き
物
か
な
。
あ
た
ら
兵
、
平
賀
う
た
す
義
朝
の
勢
の
中
よ
り
、（
中
略
）
た
ゞ
一
騎
、
と
ッ
て
返
し
て
称
け
る
は
、
「
さ
り
共
、
音
に
は
聞
こ
そ
し
つ
ら
め
、
信
濃
国
の
住
人
平
賀
四
郎
源
義
信
、
生
年
十
七
歳
。
わ
れ
と
思
は
む
ひ
ら
か
四
郎
義
の
ふ
ひ
き
か
へ
し
、
さ
ん
〳
〵
に
た
ゝ
か
ひ
け
れ
ば
、
よ
し
と
も
見
た
ま
ひ
、「
あ
は
れ
源
氏
は
む
ち
さ
し
ま
で
も
お
ろ
か
な
る
物
は
な
き
か
な
。
あ
ッ
た
ら
武
者
平
賀
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「
あ
れ
、
よ
し
の
ぶ
う
た
す
な
」
と
宣
ひ
し
に
、
佐
々
木
、
須
藤
刑
部
、
伊
沢
を
は
じ
め
と
し
て
、
は
せ
ふ
さ
が
つ
て
ふ
せ
ぎ
け
る
。
佐
々
木
源
三
秀
よ
し
、
須
藤
刑
部
と
し
み
ち
、
伊
沢
四
郎
の
ぶ
か
げ
も
、
六
条
辺
に
て
敵
に
か
け
あ
は
せ
、
敵
あ
ま
た
う
ち
と
つ
て
、
或
は
打
死
し
、
あ
る
ひ
は
手
屓
て
落
に
け
り
。
な
。
義
宣
打
す
な
」
と
の
給
へ
ば
、
佐
々
木
の
源
三
、
須
藤
刑
部
、
井
沢
四
郎
を
始
と
し
て
、
わ
れ
も
〳
〵
と
真
前
に
馳
ふ
さ
が
て
ふ
せ
ぎ
け
る
が
、（
中
略
／
激
戦
の
様
子
）
か
様
に
面
々
た
ゝ
か
ふ
間
に
、
者
あ
ら
ば
寄
り
あ
へ
、一
勝
負
せ
ん
」
と
て
、さ
ん
〴
〵
に
た
ゝ
か
ふ
。（
中
略
／
激
戦
の
様
子
）
此
も
の
ど
も
、
ふ
せ
き
た
ゝ
か
ひ
討
死
し
け
る
に
、
う
た
す
な
、
者
と
も
。
平
賀
う
た
す
な
」
と
宣
へ
ば
、
佐
々
木
源
三
、
須
藤
刑
部
、
井
沢
の
四
郎
を
は
じ
め
と
し
て
、
我
も
〳
〵
と
中
に
へ
だ
ゝ
り
戦
け
り
。（
中
略
／
激
戦
の
様
子
）
か
や
う
に
戦
ひ
ま
に
、（
中
略
）
よ
し
と
も
は
東
を
さ
し
て
落
給
ふ
。
義
朝
お
ち
の
び
給
ひ
し
か
ば
、（
中
略
）
義
朝
は
延
ゆ
き
け
る
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
。
（
な
し
）
も
の
ゝ
ふ
の
な
ら
ひ
と
は
い
ひ
な
が
ら
、
と
し
も
す
で
に
く
れ
な
む
に
、
寒
さ
も
こ
と
に
つ
よ
く
し
て
、
き
の
ふ
の
雪
も
消
や
ら
ず
、
あ
は
れ
さ
も
な
か
〳
〵
に
、
い
づ
く
を
そ
れ
と
さ
ゝ
ね
ど
も
、
ま
づ
青
は
か
の
長
者
を
な
ん
た
の
み
に
て
を
も
む
き
給
ひ
し
。
（
な
し
）
（
な
し
）
（
な
し
）
扨
、
平
家
の
人
々
、
義
朝
の
宿
諸
な
ら
び
に
の
ぶ
よ
り
の
舘
に
火
を
か
け
ゝ
れ
ば
、
魔
風
さ
か
む
に
し
て
、
炎
地
に
ふ
き
し
き
余
尽
数
十
丁
に
ふ
き
ち
ら
し
て
、
た
ち
ま
ち
に
灰
塵
の
地
と
ぞ
な
り
に
け
る
。
さ
る
程
に
、
平
家
の
軍
兵
は
せ
散
て
、
信
頼
、
義
朝
の
宿
所
を
始
て
、
謀
叛
の
輩
の
家
々
に
、
を
し
よ
せ
〳
〵
火
を
か
け
て
、
や
き
は
ら
ひ
し
か
ば
、
其
妻
子
眷
属
、
東
西
に
逃
ま
ど
ひ
、山
野
に
身
を
ぞ
か
く
し
け
る
。
合
戦
す
で
に
す
ぎ
け
れ
ば
、
信
頼
卿
宿
所
、
義
朝
六
条
堀
河
の
舘
、
末
実
大
炊
御
門
堀
川
の
家
、
以
上
五
ヶ
所
に
火
を
か
け
た
り
。
を
り
ふ
し
風
は
げ
し
く
ふ
き
、
と
が
な
き
民
屋
、
数
千
家
や
け
け
れ
ば
、
余
煙
、
京
中
に
み
ち
〳
〵
て
け
り
。
か
の
咸
陽
宮
の
さ
る
ほ
ど
に
、
平
家
の
軍
兵
、
信
頼
、
義
朝
の
宿
所
を
は
じ
め
て
、
謀
叛
の
輩
の
家
々
に
を
し
よ
せ
〳
〵
火
を
懸
て
焼
払
ひ
、
謀
叛
の
輩
の
妻
子
所
従
、
に
し
山
、
ひ
が
し
山
片
辺
に
し
の
び
ゐ
て
、
御
方
軍
に
か
た
せ
給
へ
と
い
の
る
い
の
り
も
む
な
し
く
て
、
早
稲
田
大
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詞
書
の
流
れ
や
細
部
の
記
述
は
、
三
本
の
中
で
は
流
布
本
が
最
も
近
い
。
流
布
本
の
物
語
の
展
開
は
、
主
に
古
態
本
と
金
刀
比
羅
本
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
形
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
詞
書
が
古
態
本
・
金
刀
比
羅
本
そ
れ
ぞ
れ
と
重
な
る
部
分
は
勿
論
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
詞
書
の
冒
頭
部
分
、
義
平
の
掛
け
声
か
ら
清
盛
が
勇
み
挑
む
場
面
は
、
金
刀
比
羅
本
に
は
「
六
波
羅
へ
よ
せ
て
門
の
う
ち
へ
入
さ
る
こ
そ
…
…
」
に
相
当
す
る
義
平
の
掛
け
声
は
あ
る
が
、
清
盛
が
北
の
対
の
西
の
妻
戸
付
近
に
い
た
と
い
う
記
述
は
な
く
、
逆
に
古
態
本
に
は
義
平
の
掛
け
声
は
な
い
。
ど
ち
ら
も
兼
ね
備
え
て
い
る
の
は
流
布
本
で
あ
る
。
ま
た
、
義
平
勢
に
向
か
う
清
盛
を
見
て
、
筑
後
守
家
貞
等
を
始
め
と
す
る
平
家
の
武
士
た
ち
が
戦
い
に
挑
む
と
い
う
記
述
は
流
布
本
に
し
か
存
在
せ
ず
、
詞
書
第
一
段
が
流
布
本
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
流
布
本
の
成
立
が
一
四
四
六
年
〜
一
五
六
〇
年
前
後
の
間
と
考
煙
、
雲
と
の
ぼ
り
し
を
伝
聞
て
は
、
外
国
の
む
か
し
な
れ
共
、
理
を
し
る
と
も
が
ら
は
歎
く
ぞ
か
し
。
あ
と
の
け
ふ
り
を
見
け
る
こ
そ
、
い
と
ゞ
か
な
し
く
お
ぼ
え
け
れ
。
嫡
子
よ
り
と
も
は
、
当
年
十
二
歳
に
な
り
給
ひ
ぬ
。
い
ま
だ
い
と
け
な
し
と
い
へ
ど
も
、
弓
馬
の
家
に
む
ま
れ
て
、
大
軍
を
お
そ
れ
ず
し
て
、
父
と
と
も
に
打
た
ゝ
れ
し
が
、
源
太
が
産
衣
と
い
ひ
し
鎧
は
、
義
家
卿
二
歳
の
と
き
院
よ
り
ま
ひ
ら
せ
給
ひ
し
よ
ろ
ひ
の
、
家
に
伝
り
し
を
着
し
給
ひ
、
鬚
き
り
丸
の
太
刀
を
帯
て
、
乱
軍
の
中
を
う
ち
ぬ
け
、
す
こ
し
も
手
疵
を
屓
給
は
ず
。（
以
下
略
）
八
幡
殿
の
お
さ
な
名
を
源
太
と
ぞ
申
け
る
。
二
歳
の
と
き
、
院
よ
り
、「
ま
い
ら
せ
よ
、
御
覧
ぜ
ん
」
と
仰
を
蒙
り
給
て
、（
以
下
略
）
（
な
し
）
八
幡
殿
の
少
名
を
ば
源
太
と
ぞ
い
ひ
け
る
。
二
歳
の
時
ゐ
ん
よ
り
、「
ま
い
ら
せ
よ
、
御
ら
ん
ぜ
ら
る
べ
し
」
と
仰
を
蒙
て
、（
以
下
略
）
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え
ら
れ
る
こ
とＭ
や
、
詞
書
第
二
段
以
下
と
重
複
し
た
、
正
清
の
諫
言
や
、
平
氏
に
よ
る
信
頼
・
義
朝
の
宿
所
の
焼
き
討
ち
と
い
っ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
詞
書
第
一
段
は
原
本
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
後
補
と
言
え
る
。
従
来
知
ら
れ
て
い
る
六
波
羅
合
戦
巻
の
模
本
で
は
、
巻
頭
に
あ
る
べ
き
詞
書
が
欠
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
るＮ
。
事
実
、
原
本
に
は
冒
頭
の
詞
書
が
存
在
し
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
早
大
本
、
も
し
く
は
早
大
本
が
見
本
と
し
た
絵
巻
も
ま
た
、
巻
頭
の
詞
書
が
欠
落
し
て
い
る
と
考
え
、
こ
れ
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
た
だ
補
う
ば
か
り
で
な
く
、
物
語
の
最
終
的
な
結
末
ま
で
示
し
た
。
　
詞
書
第
一
段
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
注
意
す
べ
き
点
が
幾
つ
か
あ
る
。
末
尾
部
分
の
「
寿
永
の
秋
に
な
り
し
か
は
舎
弟
判
官
よ
し
つ
ね
を
つ
か
は
し
給
ひ
け
れ
は
平
家
の
一
門
こ
と
〳
〵
く
都
を
落
ぬ
」
と
い
う
記
述
は
、
平
家
一
門
が
都
落
ち
し
た
の
は
木
曽
義
仲
が
都
に
来
た
た
め
で
あ
っ
て
、
義
経
ゆ
え
で
は
な
い
。
そ
れ
に
続
く
、「
元
暦
の
は
し
め
に
は
門
司
赤
間
関
の
い
く
さ
破
れ
て
一
門
西
海
に
し
つ
み
て
」
と
い
う
記
述
も
、
壇
の
浦
の
戦
い
は
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
三
月
に
起
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
約
五
ヶ
月
後
に
は
改
元
さ
れ
る
た
め
、「
元
暦
の
は
じ
め
」
と
い
う
表
現
は
厳
密
に
は
適
切
で
は
な
い
。
更
に
、
義
朝
等
が
落
ち
延
び
る
箇
所
の
「
も
の
ゝ
ふ
の
な
ら
ひ
と
は
い
ひ
な
か
ら
と
し
も
す
て
に
く
れ
な
む
に
…
…
」
と
い
う
表
現
も
や
や
解
し
難
い
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
一
行
目
の
「
平
治
元
年
十
一
月
廿
七
日
」
と
い
う
記
述
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
合
戦
が
起
き
た
月
は
正
し
く
は
十
二
月
で
あ
る
。
後
に
「
と
し
も
す
て
に
く
れ
な
む
」
と
あ
る
た
め
一
と
二
の
誤
写
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
他
の
問
題
点
と
併
せ
る
と
単
な
る
ミ
ス
と
も
断
言
し
難
く
、
早
大
本
制
作
者
が
物
語
の
展
開
を
具
に
把
握
し
て
い
た
か
疑
問
で
あ
る
。
　
詞
書
第
二
段
〜
第
四
段
は
、
詞
書
断
簡
や
東
博
本
と
比
較
す
る
と
、
字
母
や
改
行
の
全
て
が
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
加
え
て
、
言
葉
の
異
同
も
以
下
の
四
箇
所
見
え
る
。
①
早
大
本
第
二
段
「
御
命
を
は0
て
さ
せ
給
て
」
│
他
本
「
す0
て
さ
せ
」
②
同
第
二
段
「
馬
の
は
な
に
け
さ0
す
へ
し
」（
一
澤
本
も
同
様
）
│
他
本
「
は
な
に
け
た0
す
へ
し
」
③
同
第
三
段
「
御
共
つ
か
ま
つ
り0
」
│
断
簡
・
他
本
「
つ
か
ま
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
に
つ
い
て
─　　─19
つ
る0
」
④
同
第
三
段
「
惣0
方
こ
ゝ
に
て
多
く
う
た
れ
に
け
り
」
│
他
本
「
両0
方
」
　
④
の
「
惣
方
」
の
よ
う
に
一
概
に
誤
写
と
断
じ
難
い
例
も
あ
り
、
②
の
よ
う
に
同
様
の
異
同
が
見
え
る
他
本
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
写
し
を
持
つ
模
本
の
系
統
も
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
以
上
、
早
大
本
の
詞
書
を
検
証
し
て
き
た
。
諸
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、
詞
書
第
一
段
か
ら
は
、
早
大
本
や
そ
の
見
本
が
単
に
模
写
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
人
々
に
最
も
読
ま
れ
た
流
布
本
系
本
文
を
以
て
絵
巻
を
補
完
し
よ
う
と
し
た
跡
が
窺
え
る
。
そ
し
て
詞
書
第
二
段
や
第
三
段
に
は
異
同
が
あ
り
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
早
大
本
と
他
本
と
の
違
い
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
⑵　
絵
に
つ
い
て
　
次
に
、
絵
の
考
察
に
移
ろ
う
。
早
大
本
は
全
段
に
渡
り
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
原
本
残
欠Ｏ
も
色
が
付
い
て
い
る
。
模
本
で
は
全
体
が
彩
色
さ
れ
た
も
の
と
し
て
真
田
本
・
横
浜
本
が
、
一
部
が
彩
色
さ
れ
た
も
の
と
し
て
一
澤
本
が
あ
る
。
逸
翁
本
で
は
濃
淡
が
確
認
出
来
る
。
ま
た
、
東
博
本
・
逸
翁
本
・
書
陵
部
本
・
真
田
本
・
一
澤
本
・
横
浜
本
に
は
、
文
字
に
よ
っ
て
色
の
指
定
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
残
欠
と
早
大
本
の
配
色
を
比
べ
る
と
、
一
致
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
一
方
、
異
な
る
箇
所
も
多
く
、
原
本
の
全
て
を
忠
実
に
踏
ま
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
各
模
本
の
配
色
も
、
早
大
本
と
全
て
が
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
主
な
登
場
人
物
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
東
博
本
で
は
清
盛
・
義
朝
・
正
清
・
金
王
丸
・
重
成
の
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
早
大
本
で
は
短
冊
は
あ
っ
て
も
名
前
は
一
切
な
く
、
ど
の
人
物
が
誰
を
指
す
の
か
、
絵
師
に
明
確
な
認
識
が
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
物
語
に
装
束
の
色
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
清
盛
と
義
朝
で
あ
る
。
詞
書
第
一
段
の
元
と
な
っ
た
流
布
本
で
は
、
清
盛
の
装
束
は
「
紺
の
ひ
た
た
れ
に
黒
糸
縅
の
よ
ろ
ひ
き
、
黒
漆
の
太
刀
を
は
き
、
く
ろ
ほ
ろ
の
矢
負
、
ぬ
り
ご
め
藤
の
弓
も
て
、
く
ろ
き
馬
に
黒
鞍
を
か
せ
て
乗
」
っ
て
い
た
と
す
る
（
古
態
本
・
金
刀
比
羅
本
ほ
ぼ
同
）。
早
大
本
で
は
濃
い
青
色
の
鎧
・
直
垂
と
黒
い
馬
に
乗
っ
た
姿
が
一
貫
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
物
語
や
残
欠
と
一
致
す
るＰ
が
、
太
刀
は
茶
色
で
着
色
さ
れ
て
い
る
。
残
欠
で
は
、
太
刀
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も
物
語
同
様
黒
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
義
朝
の
装
束
は
、
物
語
の
通
り
で
あ
れ
ば
、「
赤
地
の
に
し
き
の
ひ
た
ゝ
れ
に
、
黒
糸
縅
の
よ
ろ
ひ
に
、
鍬
形
う
た
る
五
枚
甲
の
緒
を
し
め
、
い
か
物
作
の
太
刀
を
は
き
、
黒
羽
の
矢
負
、
節
巻
の
弓
も
て
、
黒
鴾
毛
な
る
馬
に
く
ろ
鞍
を
か
せ
て
」
い
る
は
ず
で
あ
る
（
流
布
本
に
よ
る
。
古
態
本
ほ
ぼ
同
）。
し
か
し
、【
絵
二
】
の
諫
言
の
場
面
に
お
い
て
、
鎧
は
灰
色
、
直
垂
は
濃
い
青
色
で
あ
る
。
金
刀
比
羅
本
で
「
練
色
」（
薄
黄
色
）
と
さ
れ
る
直
垂
の
色
と
も
異
な
る
。
横
浜
本
や
真
田
本
の
よ
う
に
、
清
盛
の
装
束
の
色
で
さ
え
物
語
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
模
本Ｑ
を
考
え
れ
ば
、
早
大
本
は
『
平
治
物
語
』
の
世
界
と
完
全
に
乖
離
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
距
離
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
東
博
本
な
ど
で
は
、
清
盛
の
鎧
や
直
垂
に
「
コ
ン
」
と
い
う
色
の
指
示
が
見
え
、
義
朝
の
直
垂
に
は
「
モ
ン
朱
ク
ル
マ
キ
」（
東
博
本
は
後
半
判
読
不
能
の
た
め
、
逸
翁
本
に
よ
る
）
と
い
う
指
示
が
見
え
る
。
も
し
物
語
を
参
考
に
し
て
い
れ
ば
、
清
盛
の
装
束
は
一
致
さ
せ
る
一
方
、
太
刀
の
色
だ
け
を
変
え
る
と
は
考
え
難
い
。
絵
巻
の
彩
色
に
つ
い
て
は
、
物
語
と
の
直
接
的
な
影
響
関
係
よ
り
も
、
模
本
の
間
で
僅
か
に
伝
わ
る
配
色
指
示
の
影
響
な
ど
を
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
義
朝
の
装
束
は
指
示
と
も
一
致
せ
ず
、
物
語
か
ら
も
離
れ
、
独
自
の
配
色
を
施
し
て
い
るＲ
。
　
配
色
以
外
に
も
、
諸
本
間
で
相
違
点
が
あ
る
。
三
条
河
原
の
戦
い
を
表
す
残
欠
⑨
（
番
号
は
『
日
本
絵
巻
大
成
13
』
に
よ
る
）
の
図
に
当
た
る
部
分
で
は
、
図
左
上
に
武
士
が
描
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
違
い
が
あ
る
。
残
欠
・
東
博
本
・
真
田
本
・
一
澤
本
で
は
武
士
が
確
認
出
来
る
の
に
対
し
、
早
大
本
（
図
版
２
）・
逸
翁
本
・
横
浜
本
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
図
で
は
他
に
、
中
央
一
番
上
の
武
士
の
背
負
う
弓
矢
が
あ
る
か
、
そ
の
下
に
位
置
す
る
武
士
の
背
に
、
折
れ
た
弓
が
刺
さ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
細
か
な
違
い
も
あ
る
。
［図版２］残欠⑨相当箇所
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図
の
違
い
に
つ
い
て
最
も
着
目
す
べ
き
は
、【
絵
四
】
の
信
頼
・
義
朝
宿
所
焼
き
討
ち
の
場
面
で
、
早
大
本
と
他
本
で
異
な
る
描
写
が
四
箇
所
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
目
は
、
一
軒
目
の
宿
所
の
焼
き
討
ち
場
面
で
、
他
本
い
ず
れ
も
炎
の
中
に
武
士
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
早
大
本
で
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
人
物
は
火
中
に
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
苦
し
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ず
、
違
和
感
が
あ
る
。
二
つ
目
は
同
場
面
の
炎
の
絵
で
あ
る
。
東
博
本
で
は
一
一
㎝
の
短
い
紙
を
継
ぎ
、
そ
の
僅
か
な
中
で
し
か
当
該
場
面
を
描
か
ず
、
そ
の
後
に
ま
た
別
の
紙
を
継
い
で
次
の
宿
所
の
焼
き
討
ち
場
面
に
移
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
早
大
本
で
は
そ
の
四
倍
以
上
の
四
九
．六
㎝
に
渡
り
、
猛
火
を
描
く
。
三
つ
目
も
炎
の
絵
に
関
す
る
も
の
で
、
二
軒
目
の
焼
き
討
ち
の
後
に
、
東
博
本
で
は
一
四
．
五
㎝
の
短
い
紙
を
継
ぎ
、
そ
の
中
で
し
か
炎
を
描
か
な
い
の
に
対
し
、
早
大
本
で
は
四
六
．五
㎝
も
の
長
さ
に
及
ん
で
猛
火
を
描
く
。
四
つ
目
は
、
二
軒
目
の
焼
き
討
ち
の
後
に
、
燃
え
ゆ
く
宿
所
の
残
骸
か
と
思
わ
れ
る
柱
と
共
に
、
猛
火
の
み
の
場
面
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
図
版
３
）。
こ
の
よ
う
に
焼
き
討
ち
場
面
に
は
、
東
博
本
を
始
め
と
す
る
他
本
と
は
異
な
る
絵
が
、
早
大
本
に
の
み
認
め
ら
れ
る
。
一
軒
目
の
焼
き
討
ち
の
炎
の
絵
は
、
彩
色
が
付
い
た
横
浜
本
で
あ
る
と
特
に
分
か
る
が
（
図
版
４
）、
東
博
本
含
む
他
本
の
描
き
方
で
は
、
炎
が
途
中
で
切
れ
て
次
の
場
面
に
移
っ
て
お
り
、
不
自
然
で
あ
る
。
早
大
本
の
形
が
最
も
自
然
と
言
え
よ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
絵
が
早
大
本
の
み
に
見
え
る
理
由
と
し
て
は
、
①
原
本
に
こ
う
し
た
絵
が
あ
り
、
そ
れ
が
伝
わ
っ
た
、
②
早
大
［図版３］猛火の場面
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本
な
ど
の
後
代
の
絵
巻
が
独
自
に
補
っ
た
、
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
冒
頭
に
詞
書
が
補
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
絵
巻
の
末
尾
も
補
っ
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
絵
巻
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
よ
う
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
ゆ
え
だ
と
思
わ
れ
る
。
冒
頭
や
末
尾
を
整
え
る
こ
と
で
、
絵
巻
は
「
完
成
し
た
絵
巻
」
ら
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
早
大
本
は
義
徴
転
写
系
統
と
は
異
な
る
道
筋
で
、
森
井
善
太
郎
の
言
う
「
土
佐
古
将
監
之
真
筆
」
す
な
わ
ち
原
本
に
遡
り
得
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
①
も
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
　
猛
火
の
描
写
に
加
え
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
特
徴
は
、
早
大
本
は
血
の
描
写
が
著
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
全
体
に
渡
り
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
真
田
本
・
横
浜
本
と
も
比
較
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
文
筌
が
描
い
た
真
田
本
で
は
、
比
較
的
血
は
抑
え
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
横
浜
本
は
真
田
本
よ
り
も
、
首
や
手
が
斬
ら
れ
て
い
る
部
分
に
激
し
く
血
を
描
く
。
早
大
本
は
、
横
浜
本
よ
り
も
更
に
多
量
に
血
を
描
く
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
横
浜
本
の
血
の
描
写
は
、
画
面
中
央
の
よ
う
な
、
目
立
つ
場
所
に
位
置
す
る
人
々
に
対
し
て
確
認
出
来
る
の
に
対
し
、
早
大
本
で
は
隅
に
位
置
す
る
武
士
や
死
体
に
も
血
が
描
か
れ
て
い
る
。
残
欠
⑨
（
図
版
２
）
に
当
た
る
場
面
に
お
い
て
、
早
大
本
で
は
頭
に
矢
が
刺
さ
っ
た
武
士
に
多
量
の
出
血
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
横
浜
本
で
は
血
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
も
、
そ
う
し
た
例
の
一
つ
で
あ
るＳ
。
ま
た
、
人
間
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
横
浜
本
で
は
弓
は
刺
さ
っ
て
い
る
が
血
を
流
し
て
い
な
か
っ
た
馬
の
周
辺
に
も
、
早
大
本
で
は
夥
し
い
血
を
描
き
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
（
図
版
５
）。
こ
れ
ら
が
模
写
に
せ
よ
、
早
大
本
の
加
筆
に
せ
よ
、
東
博
本
の
よ
［図版４］横浜本の炎
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う
に
炎
な
ど
を
描
き
込
ま
な
い
も
の
や
真
田
本
の
よ
う
に
血
を
抑
え
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
早
大
本
は
、
殺
し
合
い
や
焼
き
討
ち
と
い
っ
た
、
い
く
さ
の
惨
い
部
分
を
描
き
込
む
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
　
他
に
全
段
に
渡
っ
て
特
徴
的
な
の
は
、
死
者
の
顔
を
緑
が
か
っ
て
着
色
し
て
い
る
こ
と
や
、
刀
や
槍
の
棟
を
青
く
塗
っ
て
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
早
大
本
独
自
の
特
徴
で
、
後
者
は
真
田
本
・
横
浜
本
に
も
あ
る
傾
向
だ
が
、
一
番
明
瞭
に
色
を
付
け
て
い
る
の
が
早
大
本
で
あ
り
、
細
か
な
点
で
配
色
を
意
識
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
更
に
、
時
折
省
略
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
直
垂
や
鎧
の
模
様
な
ど
が
比
較
的
細
か
い
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
、
早
大
本
の
絵
は
丁
寧
で
あ
る
と
言
え
る
。
横
浜
本
が
さ
ほ
ど
そ
う
で
は
な
い
こ
と
に
比
べ
る
と
、
比
較
的
質
の
良
さ
を
窺
わ
せ
る
。「
土
佐
光
起
筆
」
と
い
う
伝
承
が
あ
る
の
も
、
こ
の
絵
の
丁
寧
さ
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
、
お
わ
り
に
　
以
上
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
の
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
早
大
本
が
奥
書
・
詞
書
・
絵
の
い
ず
れ
を
見
て
も
、
大
き
く
他
本
と
異
な
る
特
徴
を
持
つ
こ
と
は
報
告
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
特
に
猛
火
や
血
の
描
写
な
ど
か
ら
は
、
模
写
と
い
う
条
件
の
下
で
も
、
早
大
本
な
り
の
意
図
を
も
っ
て
絵
巻
を
作
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
　
六
波
羅
合
戦
巻
の
各
模
本
を
見
る
と
、
物
語
の
記
述
か
ら
離
れ
た
装
束
の
配
色
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、『
平
治
物
語
』
の
絵
巻
と
い
う
よ
り
も
、『
平
治
物
語
絵
巻
』
と
い
う
一
つ
の
作
品
が
享
受
・
改
作
さ
れ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
早
大
本
に
も
そ
う
し
た
傾
向
は
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
流
布
本
を
利
用
し
た
冒
頭
の
詞
書
の
存
在
か
ら
、『
平
治
物
語
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
世
［図版５］倒れた馬
─　　─24
界
と
の
新
た
な
交
渉
も
見
え
る
と
い
う
点
で
、
早
大
本
は
貴
重
な
模
本
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
注（１
）　
鈴
木
敬
三
氏
『
初
期
絵
巻
物
の
風
俗
史
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
刊
）、
田
村
悦
子
氏
「
平
治
絵
巻
六
波
羅
合
戦
巻
詞
書
の
断
簡
に
つ
い
て
│
併
せ
て
現
存
三
巻
の
書
蹟
に
及
ぶ
│
」（「
美
術
研
究
252
」
一
九
六
七
・
五
）、
秋
山
光
和
氏
「
平
治
物
語
絵
巻
」
三
条
殿
夜
討
の
巻
に
つ
い
て
」（「
仏
教
芸
術
90
」
一
九
七
三
・
二
）、
宮
次
男
氏
「
平
治
物
語
絵
巻
の
絵
画
史
的
考
察
」（『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
10　
平
治
物
語
絵
巻
・
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
角
川
書
店
、
一
九
七
五
刊
）・
同
氏
著
『
合
戦
絵
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
七
刊
）
所
収
、
小
松
茂
美
氏
・
日
下
力
氏
・
松
原
茂
氏
解
説
『
日
本
絵
巻
大
成
13　
平
治
物
語
絵
詞
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
刊
）
な
ど
を
参
照
。
尚
、
松
原
氏
に
よ
り
、
藤
原
教
家
（
一
一
九
四
〜
一
二
五
五
）
を
詞
書
筆
者
と
し
、
そ
こ
か
ら
成
立
年
を
推
定
す
る
論
も
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
日
下
氏
に
よ
り
疑
問
も
呈
さ
れ
て
お
り
、
議
論
は
決
着
し
て
い
な
い
。
（
２
）　
福
井
利
吉
郎
氏
「
新
出
の
平
治
物
語
絵
巻
残
闕
」（「
文
化
」
一
九
四
三
・
九
）。
注（
１
）絵
巻
大
成
の
小
松
茂
美
氏
に
よ
る
図
版
解
説
は
、
残
欠
の
う
ち
九
枚
は
散
逸
し
た
と
す
る
が
、
滋
賀
県M
IH
O
 M
U
-
SEU
M
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
存
在
し
て
い
る
も
の
や
、
近
年
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
（
３
）　
注（
１
）田
村
氏
論
稿
。
（
４
）　
朝
倉
治
彦
氏
監
修
『
定
本
丹
鶴
叢
書　
第
36
巻
』（
大
空
社
、
一
九
九
八
刊
）
参
照
。『
新
宮
城
書
蔵
目
録
』
は
同
シ
リ
ー
ズ
第
33
〜
35
巻
所
収
。
（
５
）　
注（
１
）鈴
木
氏
著
書
。
他
、
こ
の
模
本
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
秋
山
光
和
氏
「
平
治
物
語
六
波
羅
合
戦
巻
に
つ
い
て
」（「
大
和
文
華
７
」
一
九
五
二
・
九
）、
松
原
茂
氏
「
平
治
物
語
絵
詞
」
の
伝
来
と
成
立
」（
注（
１
）絵
巻
大
成
）
が
あ
る
。
（
６
）　
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
逸
翁
美
術
館
蔵
国
文
学
関
係
資
料
解
題
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
九
刊
）
の
解
説
に
は
「
森
村
」
と
あ
る
が
、
「
井
」
か
と
思
わ
れ
る
。
（
７
）　
注（
５
）秋
山
氏
論
稿
。
（
８
）　
前
注
同
。
（
９
）　
小
松
茂
美
氏
編
『
日
本
絵
巻
大
成
24　
当
麻
曼
荼
羅
縁
起
・
稚
児
観
音
縁
起
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
刊
）
に
原
本
掲
載
。
（
10
）　
羽
衣
国
際
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成　
資
料
編
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
七
刊
）
に
原
本
掲
載
。
（
11
）　
但
し
こ
の
説
は
、
最
終
的
に
絵
巻
を
模
写
し
た
狩
野
養
信
（
一
七
九
六
〜
一
八
四
六
）
に
よ
り
「
光
長
ト
ア
レ
ト
モ
其
レ
ヨ
リ
ハ
後
也
」
と
否
定
さ
れ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻　
六
波
羅
合
戦
巻
』
に
つ
い
て
─　　─25
（
12
）　
注（
９
）図
版
解
説
。
池
田
洋
子
氏
も
土
佐
光
信
と
み
な
し
て
い
る
が
、
根
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
（「
当
麻
曼
荼
羅
縁
起
絵
巻
│
絵
画
構
成
に
関
す
る
一
考
察
│
」〈
名
古
屋
造
形
大
学
研
究
紀
要
19
」
二
〇
一
三
・
三
〉）。
（
13
）　
こ
の
他
、
小
林
古
径
氏
（
一
八
八
三
〜
一
九
五
七
）
に
よ
る
一
部
模
写
が
二
点
あ
る
（『
生
誕
一
三
〇
年
記
念
小
林
古
径
展　
内
な
る
美
を
求
め
て
』〈
小
林
古
径
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
三
刊
〉）。
（
14
）　
以
下
、
２
・
４
・
11
〜
13
は
注（
１
）鈴
木
氏
著
書
を
、
６
・
10
は
『
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
蔵
品
目
録　
東
洋
画
模
本
Ⅳ
』（
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
、
二
〇
〇
〇
刊
）
を
参
照
し
た
。
（
15
）　
注（
５
）秋
山
氏
論
稿
。
（
16
）　
注（
14
）目
録
に
よ
れ
ば
、
奥
書
に
は
「
六
波
羅
合
戦
天
保
十
四
癸
卯
年
中
春
十
有
三
日
武
蔵
国
江
戸
狩
野
晴
川
院
法
印
養
信
公
御
宿
所
而
写
之
（
中
略
）
森
専
之
助
藤
原
近
恒
十
六
歳
模
之
」
と
あ
る
と
い
う
。
養
信
は
絵
巻
の
模
写
で
も
著
名
で
あ
り
、『
平
治
物
語
絵
巻
』
の
う
ち
、
三
条
殿
夜
討
巻
や
信
西
巻
の
模
写
に
も
関
わ
っ
て
い
る
（
松
原
茂
氏
「
狩
野
晴
川
院
と
絵
巻
」〈「M
U
SEU
M
 
344
」
一
九
七
九
・
十
一
〉
参
照
）。
（
17
）　
影
山
純
夫
氏
「
高
川
文
筌
論
」（「
松
代
９
」
一
九
九
六
・
三
）
参
照
。
（
18
）　
奥
書
に
は
、「
文
久
元
年
辛
酉
歳
六
月
／
写
于
狩
野
勝
川
院
画
堂
／
有
信
行
年
二
十
」
と
あ
る
（
／
は
改
行
）。
勝
川
院
は
狩
野
雅
信
（
一
八
二
三
〜
一
八
八
〇
）
の
こ
と
で
、
そ
の
画
堂
で
模
写
し
た
有
信
は
、「
信
」
の
字
を
持
つ
こ
と
か
ら
狩
野
の
関
係
者
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
行
年
を
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奥
書
を
書
い
た
人
物
は
有
信
で
は
な
か
ろ
う
。
注（
16
）の
芸
大
本
の
例
を
考
え
れ
ば
、
養
信
・
雅
信
親
子
と
い
っ
た
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
の
元
に
模
本
が
あ
っ
た
様
子
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
19
）　
『
平
治
物
語
』
の
代
表
的
な
諸
本
の
う
ち
、
金
刀
比
羅
本
（
永
積
安
明
氏
分
類
の
四
類
本
）
は
、
物
語
中
に
源
氏
の
再
興
は
示
唆
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
古
態
本
（
同
一
類
本
・
上
巻
＝
陽
明
文
庫
本
、
中
下
巻
＝
学
習
院
大
学
本
）
や
流
布
本
（
同
十
一
類
本
）
と
異
な
り
頼
朝
挙
兵
の
章
段
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
（
20
）　
「
合
戦
絵
巻
と
「
平
治
物
語
絵
詞
」
│
軍
記
文
学
と
の
関
連
か
ら
│
」（
注（
１
）絵
巻
大
成
）。
同
氏
著
『
平
治
物
語
の
成
立
と
展
開
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
刊
）
所
収
。
（
21
）　
古
態
本
は
永
積
分
類
一
類
本
、
金
刀
比
羅
本
は
四
類
本
、
流
布
本
は
十
一
類
本
を
指
す
。
（
22
）　
成
立
期
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
田
喜
三
郎
氏
「
更
に
流
布
本
保
元
平
治
物
語
の
成
立
に
就
い
て
補
説
す
」（「
神
戸
商
船
大
学
紀
要
１
」
一
九
五
三
・
三
）、
高
橋
貞
一
氏
「
囊
鈔
と
流
布
本
平
治
物
語
の
成
立
」（「
国
語
国
文
22-
６
」
一
九
五
三
・
六
）
参
照
。
下
限
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
流
布
本
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
成
立
期
の
下
限
│
『
榻
鴫
暁
筆
』
と
の
関
係
か
ら
│
」（「
国
語
国
文
─　　─26
83-
７
」
二
〇
一
四
・
七
）
参
照
。
（
23
）　
注（
１
）鈴
木
氏
著
書
や
、
注（
５
）秋
山
氏
論
稿
参
照
。
（
24
）　
残
欠
の
色
彩
は
注（
１
）絵
巻
大
成
の
他
、
秋
山
和
夫
氏
編
『
原
色
日
本
の
美
術　
絵
巻
物
』（
小
学
館
、
一
九
六
八
刊
）、『
日
本
の
美
三
千
年
の
輝
き　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、二
〇
〇
六
刊
）、『
名
画
を
切
り
、名
器
を
継
ぐ
』
（
根
津
美
術
館
、
二
〇
一
四
刊
）、M
IH
O
 M
U
SEU
M
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.m
iho.or.jp/
）
で
確
認
し
た
。
（
25
）　
注（
１
）鈴
木
氏
著
書
に
よ
れ
ば
、「
搗
は
藍
の
深
い
染
色
を
い
い
、
黒
韋
は
藍
韋
の
異
称
で
あ
り
、
黒
糸
は
搗
染
の
糸
」
で
あ
る
。
（
26
）　
平
野
卓
治
氏
「
館
蔵
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
の
基
礎
的
研
究
」（「
横
浜
市
歴
史
博
物
館
調
査
研
究
報
告
３
」
二
〇
〇
七
・
三
）、「
館
蔵
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
と
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
「
平
治
物
語
絵
巻
」
（「
横
浜
市
歴
史
博
物
館
調
査
研
究
報
告
４
」
二
〇
〇
八
・
三
）
に
指
摘
が
あ
る
。
横
浜
本
の
清
盛
の
装
束
は
、
物
語
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
一
部
あ
る
。
（
27
）　
横
浜
本
で
は
、
義
朝
は
紫
の
鎧
に
黄
色
の
直
垂
を
着
て
い
る
。
（
28
）　
東
博
本
で
も
弓
は
描
か
れ
て
い
る
。
真
田
本
で
は
弓
自
体
が
な
い
。
﹇
付
記
﹈　
本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
、
諸
先
生
方
、
諸
機
関
各
位
、
一
澤
喜
久
夫
氏
、
豊
田
勝
彦
氏
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
た
き
ざ
わ　
み
か　
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
学
）
